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Ⅰ .　緒　　　言

　李安格と黄輔周 13）は , バレーボールの攻撃をゲーム構
造に着目してスパイクを組み立てる率の統計分析をした。
スパイクを組み立てる率は , サーブレシーブからの攻撃が
男子では 66.1% そして女子では 58.7% であり , スパイク
レシーブからの攻撃 , ブロックカバーからの攻撃 , そして
チャンスボールからの攻撃よりも高い値を示した。そして
サーブレシーブからの攻撃の方法は , 速攻（あるいは戦術
攻撃と呼ぶ）による攻撃が行われていたと報告している。
都澤ほか 11）は ,1991 年ワールドカップ男子大会における
上位 6 チームの勝ちセットと負けセットのサイドアウト率
の散布図を求めた。その結果 , ファーストサイドアウト率
が約 40% 以下では負けセット , 約 40% から約 60% では互
角 , 約 60% 以上では勝ちセットにつながる傾向があった
と報告している。これらによりゲームに勝利するためには,
コンビネーション攻撃が有効であり , 決定力のある攻撃戦
術を実践することが重要であると考えられる。
　コンビネーション攻撃の戦術に関する研究について見ると ,
福田ほか 7）は ,1991 年男子ワールドカップ上位 6 チームの攻撃
の特徴を調査し , キューバチームはセッターが前衛でも後衛で
も常に 4 人のプレーヤーが攻撃に参加していたと報告している。
また金ほか 8）は 1995 年男子ワールドカップイタリア対日本戦
の映像分析をして , イタリアはサーブレシーブからのコンビ

ネーション攻撃の 85% が 4 人攻撃であり , コート中央の時間差
攻撃に両サイドからの攻撃を交えたコート 9m 幅いっぱいを使
用した速攻のコンビネーション攻撃を行っていたと報告してい
る。そして橋原ほか 6）は ,2006 年男子世界選手権のブラジル対
イタリア戦におけるコンビネーション攻撃のトスボール高と攻
撃時間を算出した。その結果 , 世界ランク 1 位のブラジルのト
スボール最高値は , 従来報告されている値よりもおよそボール 2
個半（約 50cm）低く , 攻撃がスピードアップしていると報告し
ている。従って ,4 人のアタッカーによるコンビネーション攻撃
は世界トップレベルのチームが実践している攻撃戦術であるが ,
これをゲームに勝利するための戦術として決定力のあるものに
するためには , アタッカーばかりではなく , その攻撃を操るセッ
ターのトスさばきがキーポイントになると考えられる。
　セッターのトス技術に関する研究についてみると ,Ridgway
と Wilkerson14）は , 大学女子バレーボール選手のセッター 7
名を被験者にして前方と後方へのトス動作を 16mm 高速度カ
メラにより毎秒 200 コマで撮影した。そして動作中の身体各
部位の関節角度 , トスボールのハンドリング時間やリリース速
度などを算出した。ハンドリング動作については , 小野ほか 12）

が , 女子大学生の熟練者と未熟練者を被験者にして落下させた
ボールを直上トスさせる上肢の動きをハイスピードカメラで
撮影し 3 次元動作分析している。また橋原と佐賀野 5）は , 大
学女子選手のセッター 3 名に通常のジャンプトスとボール保
持時間を長くしたジャンプトスを行わせトス動作を 3 次元分
析している。そして小野ほか , 橋原と佐賀野の両研究とも ,
ボール接触時間を長くすることは , ボールコントロールを高
め , 巧いセッターの条件になると示唆している。また横矢ほ
か 19）20）は , 大学男子バレーボール選手のセッター 3 名に , レ
シーブ返球されたボールをレフトサイドに設置した的を目標
に平行トスさせて , トスの正確さに関する研究を行っている。
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またセッターのトスワークについては , 箕輪と吉田 9）は , 公
式戦でスターティングメンバーとして起用した大学女子セッ
ターのゲームにおけるトスワークとトスの結果を比較検討
し , セッターの能力差が表れるのは , 事前に攻撃を計画できる
サーブレシーブからの攻撃ではなく , 状況への対応が要求さ
れるラリー中の攻撃であると述べている。また秋山ほか 1）2）3）

は , 大学男子セッターを被験者にして , サーブレシーブ A 返
球時のコンビネーション攻撃におけるセッターの配球を分析
することにより , 相手ブロッカーの少ない状況を作るゲーム
パフォーマンスを検討して , 評価規準を提案している。セッ
ターの指導方法については , 宮口と高橋 10）は , 大学男子バレー
ボール選手のセッターにレフト平行のジャンプトスを反復練
習させ , トス動作をビデオ撮影して検討したところ ,2500 本
以上の練習を重ねることで動作が一定となり , トスボールが

「へそ」の上にあるセット姿勢がとれるようになると述べて
いる。そして高橋ほか 16）はバックトスを取り上げ,ハイスピー
ドカメラで撮影した映像とキネグラムについて観察評価法に
より検討し , 良くない動作の特徴などを考察して効率的な指
導を行うための知見を得ている。このようにセッターのトス
技術に関する研究は , 実験室的な研究方法によりアプローチ
したものが多く , フィールド研究により追求したものは少な
い。そしてセッターの動作分析においても , ゲーム中のトス
動作を分析した先行研究が少なく ,4 人のコンビネーション攻
撃を操るトス技術をアプローチした研究は見当たらない。
　そこで , 本研究の目的は 2006 年 11 月 28 日広島県立総合
体育館において開催された男子世界選手権ブラジル対イタリ
ア戦の撮影ビデオを動作分析することにより , 世界トップレ
ベルのコンビネーション攻撃におけるトス技術を明らかにす
ることである。

Ⅱ .　研　究　方　法

1.　撮　　影
　撮影対象とした試合は ,2006 年 11 月 28 日広島県立総合
体育館において開催された男子世界選手権第 2 次ラウンド
のブラジル対イタリア戦であった。試合結果は , ブラジル
3（25-23,25-20,25-20）0 イタリアであった。国際バレーボー
ル連盟の世界ランキングは , この世界選手権の時点では ,
ブラジルが 1 位 , イタリアは 2 位であった。試合開始から
終了まで , エンドライン後方の 2 階観覧席に SONY 社の
デジタルビデオカメラレコーダーを固定して撮影した。
2.　動作分析
　動作分析は ,2 次元 DLT 法 18）を Visual Basic により自作し
たプログラムを使用して行った。較正点は , ネット平面の場
合はセンターラインとサイドラインの交点 , アンテナと白帯
上部の交点の 4 点を , またコート床面の場合はセンターライ
ンとサイドラインの交点 , バック両コーナーの 4 点をコント
ロールポイントとして使用し DLT 係数を算出した。トス動
作の座標検出は , 録画ビデオをフィールド再生可能なビデオ

分析装置にかけ , セッターがボールの下に入り込もうとする
10 コマ前からトスボールをリリースする 10 コマ後まで 1 コ
マごと身体各部位 21 点およびボールの 2 次元座標を検出し
た。そしてこれらの 2 次元座標と既に算出している DLT 係
数から回帰分析により , 実空間の身体各部位およびボールの
2 次元位置データを算出した。そしてこれらの位置データを
もとにして , 身体各部分の相対位置 , トスボール位置 , セッ
ター位置などの各種測定項目の値を求めた。
3.　トス動作の規格化・平均化
　ブラジルチームのセッター RG 選手は , 世界 NO.1 セッ
ターと呼ばれる名選手 21）であり ,4 人のアタッカーによる
コンビネーション攻撃を操るトス技術を身につけていると
考えられるので , 本研究目的を達成するために RG 選手の
トス動作を規格化・平均化処理 4）することにした。
　分析試技はサーブレシーブがネット際まで返球されている
試技を選択しているが , トスを上げている位置が各試技ごとに
違っているので ,2 次元 DLT 法により得られた位置データを直
接加算して平均化するには無理がある。そこで原点をライト
サイドラインとセンターラインの交点から , 各試技の踏切局面
における重心が最も低くなった位置へ原点移動して各試技の
運動面を統一した。なお移動局面における歩数が 1 〜 3 歩ま
で違っているので , 本研究では踏切 1 歩前をトス動作の分析開
始とし , 移動 , 踏切 , 跳躍後のリリース時を分析終了とした。
　座標変換して運動面を統一しても , 各試技ごとに動作時
間が違うのでデータを加算するにはまだ無理がある。そこ
で各試技のトス時間全体に対する移動 , 踏切 , 跳躍時間の割
合を全試技で平均することによりデータを規格化するため
の時間的割合を算出した。そして移動が 31%, 踏切が 39%,
跳躍が 30% となるように各試技のデータを同期調整した。
　このようにして規格化した身体各部位の位置データについ
て , 規格化した時刻ごと , すなわち 1% ずつ身体各部位の位
置データを加算し , 分析試技数で除して平均値を求めた。な
おこの規格化・平均化処理は 4 人のコンビネーション攻撃の
クイック , パイプ , レフトあるいはライトサイドのトス別に
まとめて分析した。

Ⅲ . 結果と考察

1.4 人攻撃のトスボール高とトス時間
表1　4 人攻撃のトスボール高とトス時間（平均値）

トス回数：レシーブ返球がネット際まで返ったコンビネーション攻撃の回数
ジャンプトス回数：トス回数のうちセッターがジャンプしてトスを上げている回数
ジャンプトス高：セッターリリース時のボール中心と床面の鉛直距離
トスボール最高値：トスボールが最も高く上がった時のボール中心と床面の鉛直距離
打点高：スパイカーインパクト時のボール中心と床面の鉛直距離
トス時間：セッターリリース時からスパイカーインパクト時までの時間

スパイクの
種類

トス回数
（回）

ジャンプ
トス回数（回）

ジャンプ
トス高（m）

トスボール
最高値（m）

打点高
（m）

トス時間
（sec）

レフトサイド 9 9 2.68 3.89 3.08 0.896
ライトサイド 5 5 2.71 3.82 3.09 0.885

パイプ 7 7 2.77 3.58 3.13 0.717
クイック 7 6 2.68 3.13 3.11 0.399
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　表 1 は ,4 人攻撃におけるトスボール高とトス時間の分析
結果を示したものである。トスボール高はボールの中心と
床面との鉛直方向の距離を 2 次元 DLT 法にて求めたもので
ある。そしてトス時間はセッターリリース時からアタッカー
インパクト時までの時間をビデオ画像のコマ数にサンプリ
ング時間を乗じて求めたものである。2 次元 DLT 法を使用
して画像分析したため ,1 試合あたりのサーブレシーブ返球
およびラリー中のレシーブ返球がネット際まで返ったトス
ボール試技を分析対象とした。
　ジャンプトス高が平均 2.68m 以上の高さであることか
ら ,2.43m のネット白帯よりもおよそボール 1 個上の位置
からリリースしていることが分かる。トスボール最高値を
見ると , レフトサイドが平均 3.89m, ライトサイドが平均
3.82m, パイプが平均 3.58m, クイックが平均 3.13m であっ
た。金ほか 8）が報告している値は , レフトサイド 4.36m, ラ
イトサイド 4.38m, パイプ 4.23m, クイック 3.26m であり ,
本研究のトスボール最高値は金ほかが報告している値と
比較して , クイックでは大差がないが , レフトサイドでは
0.47m, ライトサイドでは 0.56m, パイプでは 0.65m も低い
値であった。両サイドへのトスについて , ジャンプトス高
とトスボール最高値,トスボール最高値と打点高のトスボー
ル変位を見ると , レフトがそれぞれ 1.21m と 0.81m, ライト
がそれぞれ1.11mと0.73mであり,両サイドへのトスはセッ
ターリリース時点からアタッカーインパクト時点まで直線
に近い軌道を描くトスボールが上げられているように見え
る。そしてトス時間は , クイックの平均 0.399 秒から , パイ
プ平均 0.717 秒 , ライトサイド平均 0.885 秒 , レフトサイド
平均 0.896 秒まで ,4 人攻撃の各スパイクが 1 秒以内の時間
差で仕掛けられていることが分かる。
　このように見てくると , ブラジルチームの 4 人攻撃はコー
ト 9m 幅いっぱいに使った超高速のコンビネーション攻撃
であることがわかる。橋原ほか 6）の研究によれば , このブ
ラジルチームの攻撃は , 世界ランキング 2 位のイタリアチー
ムよりも , コンビネーション攻撃のトスボール高が低くて攻
撃時間が短く , このような技術レベルが高い 4 人攻撃のトス
を操れるセッターは RG 選手をおいて他に見当たらない。

2.4 人攻撃のトスフォーム
　RG 選手が , サーブレシーブからの 1 回目の攻撃において ,
サーブレシーブがネット際まで返球され , ジャンプトスをし
て 4 人攻撃を行っている 21 試技を 2 次元 DLT 法により動
作分析した。そして 4 人攻撃のトスの種類別にまとめ , レフ
トサイド 5 試技 , ライトサイド 4 試技 , パイプ 5 試技 , クイッ
ク 7 試技を規格化・平均化処理して平均のフォームを求め
た。図 1 は , レフトサイド , ライトサイド , パイプ , クイッ
クのトスフォーム（平均）を移動開始時から跳躍後のリリー
ス時までのスティックピクチャーにより示したものである。
破線で示した身体部分は左側の腕と脚であり ,% で示した動
作時刻は各スティックピクチャーの時点と一致している。

　ネットを背にして構えた位置から1〜3歩移動して,レシー
ブ返球の落下点へ入っている。各図とも落下点へ踏み込む 1
歩前からのトスフォームを表示している。フォームを全体的
に見ると , 右足から踏み込み , 踏切中半で左足を揃えて上半
身を右側へ捻りながら , 踏切離地時には体をトス方向へ正対
させ,ジャンプしてトスを上げている。両腕の振込動作を使っ
てジャンプしているが , アタックの時のような変位の大きい
振込動作ではなく , 肘関節を屈曲させ腕を振り上げるコンパ
クトな振込動作をしている。踏切離地時では両手を頭部の前
上方に上げてトスボールをキャッチする構えを作り , 空中で
は肘関節を伸展させながら高い位置でインパクトし , リリー
スに至っている。跳躍局面の全体時間に対する踏切離地時か
らインパクト時までの時間とインパクト時からリリース時ま
での時間の割合を平均することにより , 各トスのインパクト
時刻を推定すると , ハンドリングが最も長かったトスは , ラ
イトサイドが 91 〜 100%, 次いでパイプとクイックが 93 〜

図1　各トスフォーム（平均）のスティックピクチャーインパクト
時刻は各トスのスティックピクチャーに記載

 
図 1 各トスフォーム（平均）のスティックピクチャー 
インパクト時刻は各トスのスティックピクチャーに記載 
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100%, そしてレフトサイドは 95 〜 100% であった。体幹を
直立した姿勢を崩さずに移動 , 踏み込みをしている。踏切離
地時には体幹と両脚を一本の線のように鉛直方向に伸展させ
た姿勢から , 真上に跳躍してジャンプトスをしている。Tant
ほか 17）は , 最高到達点に達するときには , 適切なトスをする
ために腕を最適なポジションに置かなければならない。肘の
屈曲角度は約 100 度 , 肩のラインと上腕がなす角度は約 145
度 , 両手は , 額の約 20cm 上方に位置させ , 手首は約 90 度ま
で過伸展させる。また宮口と高橋 10）は , セッターを横から
観察し , 前後のセット位置についてボールが「へそ」の上に
ある時に最も適切にセットしていると述べている。
　このように RG 選手の動作を規格化・平均化処理して検討
した 4 種類のトスに共通して見られる運動過程は ,RG 選手
固有の動きを含むものであるが , 世界トップレベルのコンビ
ネーション攻撃のトス技術を示していると考えられる。なぜ
なら運動技術あるいは運動技術の大部分が発揮されている
RG 選手の複数の動作試技を規格化・平均化処理すれば , 結
果として得られた平均値で示される運動過程は全試技の動作
に共通に内在する運動過程（運動技術）に一致あるいは近似
すると考えられるからである。

3. 身体各部分の相対位置の標準偏差
　4 人攻撃のトスフォームの違いを検討したいが , 身体末梢部
位は基部の動きを含んだ位置変化をしているので , 身体各部分
ごとに相対位置変化を求め , 標準偏差を算出した。なおここで ,
腕とは , 手と前腕と上腕を合わせた身体部分 , 脚とは , 足と下
腿と大腿を合わせた身体部分 , 体幹とは頭部と胴体を合わせた
身体部分のことである。そして相対位置変化とは , 身体基部を
原点とした末梢部位の位置変化のことである。図 2 は , 手の肩
に対する 21 試技の相対位置を平均し , その標準偏差を移動開
始時から跳躍後のリリース時まで示したものである。上図は
水平成分 , 下図は鉛直成分について示したものであり , 図中の

図2　手の肩に対する相対位置の標準偏差

図3　足の腰に対する相対位置の標準偏差

図4　頭の腰に対する相対位置の標準偏差

 
図 2 手の肩に対する相対位置の標準偏差  

 
 
 
 
 

 
図 3 足の腰に対する相対位置の標準偏差 

 
 
 
 
 

 
図 4 頭の腰に対する相対位置の標準偏差 

 
 
 
 
 ●記号の線は右腕 , ○記号の線は左腕を示している。

　腕の標準偏差が大きくなっている時点は , 鉛直成分では踏
切中半である。標準偏差が大きくなった原因は , レフトサイ
ドとライトサイドのトスのように大きな腕の振込動作を行
う試技とクイックのようにコンパクトな振込動作の試技が
あるからである。また水平成分の跳躍後半の時点で標準偏
差が大きくなっているのは , レフト方向へトスする試技とラ
イト方向へトスする試技があるからである。次に図 3 は , 足
の腰に対する 21 試技の相対位置を平均し , その標準偏差の
経時変化を示したものである。脚の標準偏差が大きくなっ
ている時点は , 水平成分の移動中と跳躍後半である。これは
両サイドのトスのように歩幅を大きくとって移動する試技
とクイックのように移動の歩幅が小さい試技があること , そ
してライト方向へトスを上げる時に体を弓なりに後方へ反
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らせる試技があるからである。そして図 4 は , 頭の
腰に対する 21 試技の相対位置を平均し , その標準
偏差の経時変化を示したものである。鉛直成分も
水平成分も標準偏差が大きくなっている時点は見
られない。これは 4 人攻撃のレフトサイド , ライト
サイド , パイプ , クイックのいずれのトスにおいて
も , 体幹を直立させた姿勢を保ってトス動作を行っ
ているからである。
　以上見てきたように 4 人攻撃のトスには , 腕の
振込動作や歩幅において動作範囲の大きさに違い
はあるが , 各トスに特異な動きは見られずレフトサイド , ラ
イトサイド , パイプ , クイックのトスはいずれも類似した動
きで行われているように見える。これは RG 選手が相手チー
ムから偵察された時にフォーム上の癖でトスの種類が判別
出来ないように意識して動作している結果を示唆するもの
かもしれない。

4.4 人攻撃トス時のセッター位置と打撃時のトスボール位置
　図 5 は , サーブレシーブからの 1 回目の攻撃およびラリー中
の攻撃において 4 人攻撃のトスを上げた時のセッター位置 35
試技をコート真上から表したものである。縦軸がサイドライ
ン方向 , 横軸がセンターライン方向を示し , 原点（0,0）はライ
トサイドラインとセンターラインの交点である。図中の各記
号は 4 人攻撃のトスの種類を示しており , レフトサイド 11 試
技,ライトサイド7試技,パイプ7試技,クイック10試技である。
　セッターは通常ライトサイドから約 3m のネット際で構え ,
レシーブ返球の位置まで移動してトスを上げる 15）。レシーブ
返球の位置がネット際であれば , コンビネーション攻撃のト
スを上げるのは容易いが , ネット際から離れるほど難易度は
高くなる。RG 選手はレシーブ返球がネット際から 3m 離れた
アタックラインの位置からでも 4 人攻撃のトスを上げている。

図5　4 人攻撃のトス時のセッター位置
セッター位置：踏切離地時における両足の中点の位置

 

図 5 4 人攻撃のトス時のセッター位置 
セッター位置：踏切離地時における両足の中点の位置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究資料　　西：世界一流男子セッターによるコンビネーション攻撃のトス技術に関する研究

　図 6 は , 図 5 のセッター位置から上げられたトスの打撃時
におけるボール位置をネット正面から表したものである。縦
軸は鉛直方向 , 横軸はセンターライン方向を示し , ここで成人
男子のネット高は 2.43m である。なお図中の横幅と縦幅の値
は算出した各トス位置の最大値と最小値の差分を示している。
　クイックやパイプの中央攻撃における横幅のトスボール
位置が大きな値を示しているが , これはクイックやパイプが
セッターの近くで行われる攻撃であり , セッターがレシーブ
返球位置に応じて移動すると , スパイカーもセッターの動き
に併せて位置を変えて打撃をしているからである。なおレ
フトサイドとライトサイドの横幅の値は , それぞれ 0.92m と
1.03m である。一般に , スパイカーが打撃する位置は , セッ
ター位置を中心にしてレフト側が 5 スロットとライト側が 3
スロットに分割して考えられる 15）。本研究のレフトサイドと
ライトサイドへのトスは , 横幅の値がスロットの横幅 1m に
一致することから , スロット 5 およびスロット C を狙って上
げられたトスであるかもしれない。
　トスボール位置の縦幅について見ると , いずれのトスも横
幅と比較して値が小さい。パイプが 0.46m と大きな値を示
しているが , 他のトスでは 0.21m 〜 0.26m の範囲内にある。
パイプのトスボールの縦幅の値が大きくなったのは , パイプ
攻撃の試技に , スパイカーが本来備えている高い打点高で打
撃した試技が含まれているからと推測される。なぜなら本
研究のコンビネーション攻撃は , トスボール高を低くしてス
ピードアップした攻撃であるから , 打点高が 3.08m 〜 3.13m

（表 1 参照）であり , 金ほか 6）が報告している従来の 4 人攻
撃の打点高 3.20m 〜 3.29m よりも低くなっている。しかし
本研究のスパイカーは世界トップレベルの選手であり , 高い
打点で打撃する技能を有していると考えられるからである。
　以上見てきたように ,RG 選手は , 従来の 4 人攻撃よりもス
ピードアップしたコンビネーション攻撃を , レシーブ返球が
アタックラインの位置からでも実行している。しかしバレー
ボールでは , コンビネーション攻撃の技術レベルを向上させ
ることばかりでなく , 向上した技術レベルの高いコンビネー
ション攻撃をゲーム中に継続してプレーすることも重要であ
る。横矢ほか 19）20）は , トスボールの的当て実験によりトス
の正確性を分析しているが , 競技中のコンビネーション攻撃
のトスの精度に関する先行研究は見当たらないので , 本研究

図6　4 人攻撃の打撃時のトスボール位置

 
 

 
図 6 4 人攻撃の打撃時のトスボール位置 
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のトスボール横幅や縦幅の値がどの程度のトスの正確性や安
定性を示しているかは , 本研究の範囲内では検討することが
できず , これは今後の課題として研究を進めるべきである。

Ⅳ .　要　　　　約

　本研究の目的は ,2006 年男子世界選手権の撮影ビデオを
2 次元 DLT 法を使用して動作分析し , 世界 No.1 セッターと
呼ばれるブラジルのセッター RG 選手のトス動作を規格化・
平均化処理することにより,世界トップレベルのコンビネー
ション攻撃におけるトス技術を明らかにすることであった。
本研究で得られた知見をまとめると以下のようになる。
① �RG 選手は従来報告されている 4 人攻撃よりもトスボール高

を低くしてスピードアップしたコンビネーション攻撃を , レ
シーブ返球がアタックラインの位置からでも実行していた。

② �4 人攻撃のトスフォーム（平均）を全体的に見ると , 右足
から踏み込み , 踏切中半で左足を揃え , 離地時にはトス方
向へ体を正対させて , ジャンプしてトスを行っていた。

③�腕の動きは , 肘関節を屈曲させてコンパクトな振込動作を
していた。踏切離地時では両手を頭部前上方に挙げてボー
ルキャッチする構えを作り , 空中では肘関節を伸展させな
がらインパクトそしてリリースに至っていた。

④�体幹を直立させた姿勢を崩すことなく移動 , 踏み込み , そして
踏切離地時には体幹と両脚を鉛直方向に一直線に伸展させた
姿勢から直上にジャンプして , およそ「へそ」の鉛直線上でボー
ルをとらえてトスを上げていた。
これらの動きは RG 選手の技術が発揮されている分析試技に
共通に内在する運動過程であることから , 世界トップレベルの
コンビネーション攻撃のトス技術を示していると考えられた。

⑤ �4 人攻撃のトスフォームの違いを身体各部分の動きの標準偏差
から検討したところ,各トスにおいて特異な動きは見られず,RG
選手は 4 人攻撃のトスのいずれも類似した動きで行っていた。

⑥�トスの正確性や安定性を打撃時のトスボール位置から検討し
た。レフトサイドとライトサイドの横幅は 0.92m と 1.03m であ
り , スロット 5 およびスロット C を狙ったトスであったかもし
れない。しかし競技中のトスの位置の精度に関する先行研究が
見当たらず , これは今後の課題として研究を進めることにした。
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